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原)値 4.0ng/ml 未満の患者とした。 
札幌医科大学倫理委員会の承認を受け、いずれも 50～70 歳代で文書によ
って同意が得られた患者とした 
調査方法は、症例群の臨床調査では診断日、TNM 分類、手術前 PSA 値、
Gleason score の情報を収集した。血液検査は、早朝空腹時採血を行いイソフ
ラボン類(ゲニステイン、ダイゼイン、グリシテイン、エコール)の血清濃度
(LC-MS 法)および対照群は PSA 測定を追加しそれぞれ(株)SRL にて測定し
た。便の検査は、(株)ヤクルト本社 中央研究所にて NATTS 菌の有無(定量的
RT-qPCR 法)を測定した。ただし、抗生物質服用中の場合は服用中止後 1 カ
月を経過して採便するものとした。 
  統計解析は、症例群と対照群との比較では t 検定またはχ2 検定、
Mann-Whitney U 検定、Fisher の直接法を使用し、ロジステック回帰分析
では対照群の各中央値をカットオフとしてオッズ比と 95%信頼区間を算出
した。相関関係は Spearman の相関係数を用いた。それぞれ有意水準を 5%
とし、解析ソフトは SPSS18.0J を使用して行った。 
【研究結果】 
対象者は、症例群では 44 名(平均年齢 64.7 標準偏差 6.6 歳)、対照群は 28
名(平均年齢 63.4 標準偏差 6.6 歳)であった。症例群と対照群では年齢、BMI、
喫煙状況、血清イソフラボン類および NATTS 菌に有意な差はみられなかっ
た。 
症例群の臨床調査では、TNM 分類では T1a-c が 50.0%、biopsy Gleason 
score 3+4 は 45.5%、pathologic Gleason score 3+4 は 43.2%であった。 






た(症例群 相関係数 rs = 0.64、対照群 rs = 0.57, p<0.01)。症例群での、血中イ
ソフラボン類の相関関係は、ゲニステインがダイゼイン (相関係数 rs = 0.83)
とグリシテイン (相関係数 rs = 0.70)にそれぞれ有意な相関があり、ダイゼイ
ンはグリシテイン (相関係数 rs = 0.85)と有意な相関がみられた。同様に、対
照群での血中イソフラボン類の相関関係は、ゲニステインはダイゼイン(相関
係数 rs = 0.80) とグリシテイン (相関係数 rs = 0.57) にそれぞれ有意な相関





(OR=1.27, 95% CI：0.42-3.83)。 




持つことが示唆された。Tsuji らは、健康な 40 人の糞便中 NATTS 菌の検出
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内科の症例群(44 例)、対照群(28 例)について、血清イソフラボン濃度および NATTS 菌を
測定して、日本人男性における前立腺がんの症例対照研究を行った。その結果、糞便中
NATTS 菌と血清エコール濃度は、いずれも前立腺がんリスクと統計学的に有意な関連はみ
られなかったが、糞便中 NATTS 菌と血清エコール濃度は、日本人男性の前立腺がん症例
群でも、対照群でも有意な相関がみられた。このように、NATTS 菌がダイゼインからエコ
ールへの変換に強く関連することを示唆した報告は今までになく、新しい発見であるとい
える。今後の研究課題としては、エコール濃度を高める日本の伝統的食材である大豆製品
の摂取に着目して、その食品分析と腸内細菌の存在との関連に焦点を当てた研究を行って
いくことが重要と思われる。以上から、本論文は医学博士授与に値するとの評価を審査委
員全員からいただいた。 
 
